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1．基本方針 

当社は、従業員の健康保持・増進を重要な経営課題として位置づけ、健康経営を推進します。 

従業員一人ひとりが心身ともに健康で、いきいきと働き、自らの成長や働く喜びを実感できること 

（Well-being）が、企業の持続的な成長と企業価値向上の基盤であると考えます。 

健康経営最高責任者のもと、経営層が主体となり、従業員の健康づくりと働きやすい職場環境の整備に取

り組むとともに、従業員とその家族、地域社会を含めたすべてのステークホルダーの Well-being 向上を

目指し、企業価値の向上と社会への貢献を実現します。 

2．重点取組事項 

① 健康リテラシーの向上 

健康教育や情報発信を通じて、従業員の健康リテラシー向上を図り、自律的な健康行動を促進します。 

② 長時間労働の是正と労働時間管理の強化 

時間外労働を適切に把握・管理し、過重労働の未然防止と業務効率化を推進します。 

③ メンタルヘルス対策の充実 

ストレスチェックの実施および集団分析結果を活用し、職場環境改善と高ストレス者への適切な支援を

行います。 

④ 生活習慣病予防の推進 

定期健康診断受診率の向上、特定保健指導の活用、運動機会の提供、禁煙支援等を通じて、生活習慣病予

防を推進します。 

⑤ 安全で快適な職場環境の整備 

職場巡視やリスクアセスメントを通じて、労働災害防止および安全・安心な職場づくりを推進します。 

⑥ ワークライフバランスの推進 

年次有給休暇取得率の向上、多様な働き方の推進を通じて、働きやすい職場環境を整備します。 

⑦ エンゲージメントと Well-being の向上 

従業員一人ひとりが仕事にやりがいと誇りを持ち、互いを尊重し支え合える企業文化を醸成します。 

対話の促進と自己成長支援を通じて、身体的・精神的・社会的に満たされた Well-being の実現を目指し

ます。 

3．推進体制 

健康経営最高責任者のもと、関係部門が連携した推進体制を構築し、産業医・保健師等の専門職と連携し

ながら、全社的に健康経営を推進します。 

また、従業員との対話を重視し、継続的な改善活動を実施します。 

4．目標管理と評価 

健康診断結果、ストレスチェック結果、労働時間、有給休暇取得率、従業員エンゲージメント等の指標を 

設定し、定期的に評価・分析を行い、継続的改善を実施します。 

PDCA サイクルによる継続的改善を実施し、健康経営施策の実効性向上を図ります。 

5．情報開示 

健康経営および Well-being 向上に関する取組状況と成果について、社内外へ積極的に情報発信し、 

透明性の確保に努めます。 


